
土木・建築連携
に関するアンケート

集計結果
アンケートWG・主査

野口貴文（日本建築学会、東京大学）



アンケートWGメンバー構成

土木学会 日本建築学会
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上田多門 深圳大学

中村 光 名古屋大学

羽藤英二 東京大学

渡邊武志
パシフィック
コンサルタンツ

真田純子 東京工業大学

小林將志 JR東日本

大島直樹
パシフィック
コンサルタンツ

塚田幸広 土木学会

野口貴文 東京大学

清家 剛 東京大学

楠 浩一 東京大学

斉藤雅也 札幌市立大学

瀬田史彦 東京大学

小野田泰明 東北大学

小野寺篤 建築学会



１．年齢
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回答数：5550



２．性別
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回答数：5550



３．所属学会

回答数：5550
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４．業種

回答数：5550
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５．専門分野

回答数：5550
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６．土木工学（あるいは土木技術者）の重要な役割
は下記のうちどれだと思いますか？

・建築学会所属者は、土木工学に主に「地球の環境を守る」、
「人命と財産を守る」ことを期待している。

・一方土木学会所属者は、「地球環境」「人命と財産」
「生活環境」「経済発展」の4項目が主な役割と考えている。

回答数：15778
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6．（日本建築学会所属）

6．（土木学会所属）

6．（両方）

回答数：8876

回答数：5976

回答数：926

全体・所属学会別回答



７．建築学（あるいは建築設計者・技術者）の重要
な役割は下記のうちどれだと思いますか？

・土木学会所属者は、建築学に主に「快適な生活環境を作る」こと
を期待している。

・一方建築学会所属者は、「快適な生活環境を作る」ことに加え
「人命と財産を守る」ことも重要な役割と認識している。

・建築学会所属者は土木学会所属者よりも「地球環境を守る」こと
が重要な役割と認識している。

・両学会に所属している人は、土木学会所属者と似たような傾向
である。（「地球の環境を守る」割合が小さい）

7．（日本建築学会所属）

7．（土木学会所属）

回答数：15857

回答数：8750

回答数：6169
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7．（両方）

回答数：938

全体・所属学会別回答



８．現在、業務上や研究上で、土木と建築で連携
の必要性は感じていますか？

全体・所属学会別回答

8．（日本建築学会所属）

8．（土木学会所属）

・所属学会の別によらず、概ね85％の回答者が土木
と建築で連携が必要と感じている。

・両学会に所属している人は、連携の必要性を感じて
いる割合が大きい。

8．（両方）回答数：5550

回答数：3083

回答数：2137

回答数：330
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８．現在、業務上や研究上で、土木と建築で連携
の必要性は感じていますか？

専門分野別回答

土木材料
土木施工および
建設マネジメント関連

土木構造工学および
地震工学関連

地盤工学関連 水工学関連

土木計画学および
交通工学関連

土木環境システム
関連

建築構造および
材料関連

建築環境および
建築設備関連

建築計画および
都市計画関連

建築史および
意匠関連

・連携の必要性を感じている割合は概ね同程度であるが、「土木環境シ
ステム関連」、「建築環境及び建築設備関連」では若干小さい傾向がある。

9%

91%

15%

85%

13%

87%

15%

85%

16%

84%

13%

87%

19%

81%

11%

89%

23%

77%

11%

89%

16%

84%

回答数：302 回答数：1136 回答数：609 回答数：403 回答数：341

回答数：390 回答数：151 回答数：1018 回答数：321 回答数：668 回答数：211

回答数合計：5550
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９．現在、業務上や研究上で、土木と建築とが分か
れていることで不便を感じたことはありますか？

・土木学会と建築学会のいずれかのみに所属している人
では、不便を感じた割合に大きな違いはない。
・両学会に所属している人は、不便を感じた割合が大きい。

9．（土木学会所属）

9．（日本建築学会所属）

9．（両方）

回答数：4786

未回答：764

回答数：2629

回答数：1837

回答数：320
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全体・所属学会別回答



９．現在、業務上や研究上で、土木と建築とが分か
れていることで不便を感じたことはありますか？

専門分野別回答

土木材料
土木施工および
建設マネジメント関連

土木構造工学および
地震工学関連

地盤工学関連 水工学関連

土木計画学および
交通工学関連

土木環境システム
関連

建築構造および
材料関連

建築環境および
建築設備関連

建築計画および
都市計画関連

建築史および
意匠関連

・不便を感じた割合は、「土木材料」、「土木構造工学および地震工学関連」、「地
盤工学関連」で若干大きい傾向がある。

・「水工学関連」、「建築環境および建築設備関連」、「建築史および意匠関連」で
は、不便を感じた割合は相対的に小さい。

24%

76%

31%

69%

25%

75%

24%

76%

47%

53%

36%

64%

39%

61%

30%

70%

52%

48%

34%

66%

42%

58%

回答数：276 回答数：969 回答数：529 回答数：344 回答数：285

回答数：341 回答数：122 回答数：902 回答数：246 回答数：595 回答数：177

回答数合計：4786
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９．現在、業務上や研究上で、土木と建築とが分か
れていることで不便を感じたことはありますか？

年齢別回答 10代 20代 30代

40代 50代 60代

70代以上

全体回答

回答数合計：4786
（未回答：764)

回答数：5 回答数：324 回答数：600

回答数：1083 回答数：1549 回答数：923

回答数：302
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・20代から30代で、不便を感じた割合が増
加している。
・30代以降の回答で、不便を感じた割合は
概ね7割程度であった。



１０．現在、連携の必要性を感じないのはなぜですか？
10．（土木学会所属）

その他回答の一例
・既に他学会で連携が取れている
・連携が必要になった経験がない
・使命や役割が異なるため、別々に発展していく必要がある
など

10．（両方）
回答数：764
※問8参照

回答数：454
※問8参照

回答数：300
※問8参照

回答数：10
※問8参照
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10．（日本建築学会所属）

全体・所属学会別回答



１０．現在、連携の必要性を感じないのはなぜですか？
専門分野別回答（土木系分野）

土木材料
土木施工および
建設マネジメント関連

全体回答

回答数：26 回答数：167
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・「土木材料」、「土木施工および建設マネジメント関連」、
「土木環境システム関連」では「現状の在り方に問題を感じ
ていない」割合が大きい

土木環境システム
関連

回答数：29

回答数：764
※問8参照



１０．現在、連携の必要性を感じないのはなぜですか？
専門分野別回答（建築系分野）

建築環境および建築設備関連

建築史および意匠関連

回答数：75

回答数：34
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・「建築環境および建築設備関連」、「建築史および意匠関連」では、
「個人としては連携する必要性を感じない」割合が大きい

全体回答

回答数：764
※問8参照



１１．土木・建築が連携するにあたって、どのようなとこ
ろに不便を感じていますか？（３つまで選択可）

・建築学会と土木学会で、不便を感じている点に大きな差
異はない

・「法令の煩雑さ」、「技術の違い」に不便を感じている割合
が大きい。

11．（土木学会所属）

11．（両方）

11．（日本建築学会所属）

回答数：4560

回答数：2936

回答数：627
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回答数：8123

全体・所属学会別回答



１１．土木・建築が連携するにあたって、どのようなとこ
ろに不便を感じていますか？（３つまで選択可）

専門分野別回答（土木系分野）

全体回答

土木材料
土木構造工学および
地震工学関連

回答数：515 回答数：1021

19

・「土木材料」、「土木構造工学および地震工学関連」では、
「技術の違い」の点で不便を感じている割合が大きい

・「土木計画学および交通工学関連」、「土木環境システム関
連」では、「価値観の違い」の点で不便を感じている割合が大
きい

土木計画学および
交通工学関連

土木環境システム
関連

回答数：528 回答数：188

回答数：8123



１１．土木・建築が連携するにあたって、どのようなとこ
ろに不便を感じていますか？（３つまで選択可）

専門分野別回答（建築系分野） 建築環境および
建築設備関連

建築計画および
都市計画関連

建築史および
意匠関連

回答数：277 回答数：963

回答数：231
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・「建築環境および建築設備関連」では、「組織の壁」の点で不
便を感じている割合が大きい

・「建築計画および都市計画関連」、「建築史および意匠関連」
では、「価値観の違い」の点で不便を感じている割合が大きい

全体回答

回答数：8123



１２．今後、土木と建築はどのような内容に対して連携
して取り組むべきと考えますか？

・両学会ともに、「地球環境」「人命と財産」「快適な生活環境」の
観点で連携の必要性を感じている。

・建築学会は、土木学会よりも「地球環境を守る」点で土木学会
との連携を必要と感じている。

・土木学会は、建築学会よりも「経済発展」の点で建築学会との
連携が必要と感じている。

・両学会に所属している人は、土木学会所属者と同様に、「地球
環境を守る」点での連携を必要と考える割合は比較的小さい。

回答数：15015
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12．（土木学会所属）

12．（両方）

回答数：8392

回答数：5721

回答数：903

12．（日本建築学会所属）

全体回答

全体・所属学会別回答



１２．今後、土木と建築はどのような内容に対して連携
して取り組むべきと考えますか？

専門分野別回答（土木系・建築系分野）

建築環境および
建築設備関連

建築史および
意匠関連

回答数：860 回答数：574
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・「土木計画学および交通工学関連」では、「快適な生活環
境を作る」点で連携の必要性を感じている割合が大きい
・ 「建築構造および材料関連」では、「人の命と財産を守る」
点で連携の必要性を感じている割合が大きい

・「建築環境および建築設備関連」では、「地球の環境を守
る」点で連携の必要性を感じている割合が大きい

・「建築史および意匠関連」では、「文化的価値を保全する」
点で連携の必要性を感じている割合が大きい

全体回答

回答数：15015

建築構造および
材料関連

回答数：2706

土木計画学および
交通工学関連

回答数：1046



１２．今後、土木と建築はどのような内容に対して連携
して取り組むべきと考えますか？

年齢別回答 10代 20代 30代

40代 50代 60代

70代以上

回答数：12 回答数：1012 回答数：1840

回答数：3379 回答数：4847 回答数：2943

回答数：982
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・若い年代ほど「人生を豊かにする」点で
連携の必要性を感じている割合が大きい。

全体回答

回答数：15015


